







の
後
期
授
業
は
、
中
学
受

験
コ
ー
ス
が
九
月
一
日(

火)

か
ら
、
そ
の
他
の
学
部

は
九
月
三
日
（
木
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

後
期
授
業
で
は
、
中
学
三
年
生
対
象
の
「
入
試
マ

ス
タ
ー
講
座
」
、
「
長
文
読
解
特
別
講
座
」
、
十
一
月

二
十
八
日
（
土
）
か
ら
の
「
入
試
直
前
選
択
講
座
」、

六
年
受
験
生
対
象
の
「
六
年
受
験
月
曜
特
訓
講
座

（
「
道
場
」
、
「
単
元
別
講
座
」
、「
公
立
受
験
講
座
」）

な
ど
が
新
た
に
開
講
し
ま
す
。

月
例
テ
ス
ト
も
、
中
二
・
中
三
は
模
擬
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
一
学
期
に
引
き
続
き
父
母
面
談
や
相
談
会

（
懇
親
会
）
を
実
施
し
、
ご
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に

す
る
と
と
も
に
、
各
種
の
情
報
を
も
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

中
学
三
年
生
は
九
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

（
十
八
時
五
十
分
～
十
九
時
四
十
分
）
に
「
入
試
マ

ス
タ
ー
講
座
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
県
立
高
校
の
入
試
問
題
を
中
心

に
演
習
し
、
各
生
徒
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま

す
。
模
擬
テ
ス
ト
と
あ
わ
せ
て
入
試
問
題
に
慣
れ
る

こ
と
が
合
格
へ
の
第
一
歩
で
す
。

対
象
は
、
湘
進
コ
ー
ス
の
在
室
生
全
員
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
料
金
は
一
切
無
料
で
す
。

中
学
三
年
生
は
九
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
（
十
八
時

五
十
分
～
十
九
時
四
十
分
）
に
国
語
の
授
業
が
必
修

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
英
語
・
数
学
・
理
科
・
社
会
に

加
え
て
国
語
が
必
修
科
目
に
な
り
、
五
教
科
す
べ
て

で
内
申
対
策
お
よ
び
入
試
対
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

十
一
月
に
行
わ
れ
る
後
期
中
間
テ
ス
ト
が
終
了
し

ま
す
と
、
中
三
生
は
い
よ
い
よ
入
試
に
向
け
て
最
後

の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。








で
は
十
一
月
二
十
八
日

（
土
）
よ
り
二
月
十
八
日
（
木
）
ま
で
、
中
三
生
の

授
業
を
「
入
試
直
前
選
択
講
座
」
に
変
更
し
、
各
生

徒
が
自
由
に
科
目
や
単
元
を
選
択
し
て
受
講
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

「
入
試
マ
ス
タ
ー
講
座
」
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ

る
こ
の
講
座
は
、
入
試
に
向
け
て
の
最
後
の
総
仕
上

げ
講
座
に
な
り
ま
す
。

年
内
を
第
Ⅰ
期
、
前
期
選
抜
入
試
ま
で
を
第
Ⅱ
期
、

後
期
選
抜
入
試
の
直
前
ま
で
を
第
Ⅲ
期
と
し
て
、
Ⅰ

期
で
は
基
礎
力
の
充
実
を
、
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
で
は
応
用

力
や
発
展
力
の
養
成
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
前
期

選
抜
合
格
者
の
た
め
の
講
座
も
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

十
一
月
三
日
（
火
・
文
化
の
日
）
に
は
、
第

五
回
「
全
国
統
一
小
学
生
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ

ま
す
。
六
月
七
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
前
回
の

テ
ス
ト
で
は
、
六
万
二
千
八
百
六
十
四
名
の
生

徒
が
受
験
し
、
全
国
か
ら
成
績
優
秀
者
が
集
ま

り
、
決
勝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
受
付
は
、
四
谷
大
塚
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
塾
に
限
り
、
八
月
二
十
八
日
（
金
）
よ

り
「
先
行
予
約
」
（
全
国
一
斉
受
付
は
九
月
十

八
日
か
ら
）
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
決
勝
大

会
は
、
十
一
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）
に
、
四

谷
大
塚
お
茶
の
水
校
舎
で
行
わ
れ
ま
す
。こ

の
テ

ス
ト
は
、

民
間
教
育

機
関
が
小

学
生
対
象

に
行
う
、

国
内
最
大

の
テ
ス
ト

で
す
。
詳

細
に
つ
き

ま

し

て

は
、
後
日

お
知
ら
せ

致

し

ま

す
。

い
よ
い
よ
来
春
の
入
試
ま
で
残
す
と
こ
ろ
五
ヶ
月
を
切

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本
番
に
向
け
て
最
後
の
仕
上
げ
の

時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夏
休
み
講
習
会
に
お
い
て
流
し
た
汗
を
、
真
の
実
力
に

結
び
つ
け
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
こ
の
最
後
の
作

業
を
ど
う
行
う
か
は
、
入
試
結
果
に
直
結
し
ま
す
。








で
も
、
こ
の
最
後
の
総
仕
上
げ
を

目
ざ
し
、
毎
週
月
曜
日
に
「
月
曜
特
訓
講
座
」
を
開
講
し

ま
す
。
な
お
、
九
月
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
（
た
だ
し
、

九
月
二
十
一
日
と
十
月
十
二
日
を
除
く
）
ま
で
を
「
実
力

錬
成
期
」
と
し
、
十
一
月
十
六
日
～
来
年
の
一
月
二
十
五

日
（
た
だ
し
、
十
一
月
二
十
三
日
、
十
二
月
二
十
八
日
、

一
月
四
日
を
除
く
）
を
「
実
践
演
習
期
」
と
し
ま
す
。

時
間
は
、
十
六
時
五
十
分
～
十
九
時
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
十
九
時
十
分
か
ら
二
十
一
時
ま
で
は
「
道
場
」
と
「
ｅ

ト
レ
」
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。

十
五
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分
ま
で
は
質
問
室
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
「
単
元
別

講
座
」
や
「
道
場
」
と
組
み
合
わ
せ
て
、
充
実
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
立
中
学
受
験
月
曜
特
訓
講
座
（
実
力
錬
成
期
）

算
数
α
・
β

国
語
α
・
β

社
会
α
・
β

理
科
α
・
β

公
立
中
学
受
験
月
曜
特
訓
講
座

文
系

適
性
検
査
過
去
問
演
習

理
系

適
性
検
査
過
去
問
演
習

※

な
お
、
前
期
「
実
力
錬
成
期
」
、
「
適
性
検
査
過
去
問

演
習
」
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
「
実

践
演
習
期
」
の
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

九
月
よ
り
、
中
学
三
年
生
の
月
例
テ
ス
ト
は
、
新
教
育

の
「
Ｗ
合
格
も
ぎ
」
を
実
施
し
ま
す
。
夏
休
み
お
よ
び
冬

休
み
講
習
会
テ
ス
ト
と
あ

わ
せ
ま
す
と
計
六
回
の
実

施
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
二
年
生
は
、

九
月
か
ら
月
例
テ
ス
ト
で

「
育
伸
学
力
テ
ス
ト
」
に

参
加
し
ま
す
。
国
語
の
授

業
は
選
択
制
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
在
室
生
全
員
に

五
科
目
受
験
し
て
も
ら
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

各
生
徒
の
全
国
レ
ベ
ル
で

の
学
力
を
判
断
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

十
一
月
三

日
（
火
・
文
化

の
日
）
に
は
、

毎
年
恒
例
の
「









合
格
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

小
さ
な
お

子
様
が
楽

し
め
る
コ

ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

秋
の
一

日
、
近
所

の
方
も
お

誘
い
の
上
、

ぜ
ひ
お
出

か
け
下
さ

い
。

い
よ
い
よ
後
期
の
授
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
夏
休
み
講
習
会

で
勉
強
し
た
こ
と
が
、
ほ
ん
と
う

の
意
味
で
実
を
結
ん
で
い
く
の
が

こ
れ
か
ら
で
す
▼
特
に
受
験
生

に
と
っ
て
、
こ
こ
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で

は
、
一
直
線
で
駆
け
上
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
た
も
た
し

た
り
、
う
ろ
う
ろ
す
る
こ
と
は
、
も
う
許
さ

れ
ま
せ
ん
▼
と
こ
ろ
で
、
「
生
き
が
い
」
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
。
勉
強
は
あ
ま
り
好
き
で

は
な
い
の
で
、
そ
れ
は
私
の
生
き
が
い
に
は

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
勉
強
に

は
身
が
入
ら
な
い
、
と
い
う
人
が
い
ま
す
▼

で
も
、
生
き
が
い
を
求
め
る
こ
と
は
、
そ
ん

な
に
難
し
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分

の
人
生
の
意
義
を
真
剣
に
考
え
、
自
分
の

生
き
る
目
的
を
求
め
る
な
ら
ば
、
自
ず
と

そ
こ
に
生
ま
れ
て
く
る
の
が
生
き
が
い
で

す
。
だ
か
ら
、
生
き
が
い
と
は
、
真
剣
な
生

き
方
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
、
誰
に
で
も
手
に

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
す
▼
有
島

武
郎
の
「
生
ま
れ
出
づ
る
悩
み
」
の
中
で

も
、
画
家
を
志
望
す
る
青
年
が
、
家
の
都

合
で
ど
う
し
て
も
郷
里
に
帰
っ
て
漁
師
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
絵
描
き
と
し
て
生

き
る
こ
と
と
、
漁
師
と
し
て
家
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
の
間
で
悩
み
ま
し
た
。
こ
の
青

年
の
生
き
が
い
は
、
油
絵
を
描
く
こ
と
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
数
年
後
、
す
ば
ら
し
い
絵

が
東
京
に
い
る
「
私
」
の
と
こ
ろ
に
届
く
こ
と

に
な
り
、
再
会
し
て
み
る
と
、
そ
の
青
年
は

漁
師
と
し
て
も
立
派
に
生
き
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
▼
き
っ
と
こ
の
青
年
も
悩

ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
生
き
が

い
は
油
絵
を
描
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
漁
師
に

な
る
こ
と
で
は
な
い
と
。
し
か
し
、
こ
の
青
年

は
真
剣
に
生
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
漁
師
と

し
て
も
生
き
が
い
を
見
出
し
、
立
派
に
な
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
▼
生
き
が
い
と

は
、
好
悪
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き

る
目
的
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。
だ
か

ら
、
勉
強
が
好
き
だ
と
か
嫌
い
だ
と
か
、
た

い
し
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
る
目

的
の
一
つ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
な
の
で
す
か
ら
、
あ
と
は
真
剣

に
取
り
組
む
か
ど
う
か
だ
け
で
す
。
そ
し

て
、
た
と
え
そ
れ
が
自
分
の
生
き
が
い
と
は

異
な
る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
、
や
が
て
そ
こ
に
生

ま
れ
て
く
る
の
が
生
き
が
い
な
の
で
す
▼
受

験
生
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
の
人
生

の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。







で
は
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
生
徒
を
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
明
智
）
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